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1 人間の細部をひとつずつ理解していけば，人間の全体を理解できると思う。

2 人間を要素ごとに説明できても，人間の全体像は描けないと思う。(R)

3 心を要素に分けて理解しても，全体としての心は理解できないと思う。(R)

4
人間を全体として理解するためには，部分のはたらきをすべて解明すれば良いと
　思う。 

5 人間の行動には，自然法則に従わないものがあると思う。(R)

6 人間の行動は，すべて自然法則に従っていると思う。 

7 人間の行動は，もし全知全能の存在がいたとしても，完璧には予測できないと
　思う。(R)

8 人間の行動は，もし完璧なコンピュータがあれば，すべて予測できると思う。

9 人間は，機械的な仕組みに基いて動いていると思う。 

10 人間の行動は機械的なメカニズムによって決まっていると思う。
11 人間は，とても複雑な機械だと思う。
12 人間について，物理学では解明できない領域があると思う。(R)
13 人類が物理学を極めても，人間に関して説明できないことが残ると思う。(R)
14 人間のふるまいは，いつか物理学によって完全に説明されると思う。 
15 心は物質以外のものから成り立っていると思う。(R)
16 心はすべて物質からできていると思う。 
17 人間は物質だけで成り立っていると思う。 
18 人間の心を理解するためには，行動だけに着目すれば良いと思う。 
19 人間の心には，人間の行動からは推測することができない部分があると思う。(R)
20 人間の行動だけでは，人間の心すべてを理解することはできないと思う。(R)
21 人間の心には，その人本人にしか知ることのできない部分があると思う。(R)
22 ある人の心を深くまで知ることができるのは、その人だけだと思う。(R)
23 人間の心は，本人でなくても完全に知ることが可能だと思う。 
24 心の働きは，すべて脳や神経の化学反応で説明できると思う。
25 心の働きは，人類が脳科学を極めてもすべては説明できないと思う。 (R)
26 心の働きは脳の活動によって完全に説明されると思う。
27 人間の心は，すべて脳の働きによって生み出されていると思う。
28 脳がなくても心をもつことが可能だと思う。(R)
29 心の変化や働きは脳によって引き起こされていると思う。

30 見た目も振る舞いも人間と見分けがつかないロボットは、人間と同じ心を持っている
　と思う。

31 人間とまったく同じにふるまうアンドロイドでも，人間と同じ心を持っているとは
　思わない。(R)

32
ある人の脳を全部人工的な素材に置き換えても，同じように動くなら,その人の心は
　変わらないと思う。

33 心は、身体と別々にして理解することはできないと思う。(R)

34 人間の脳を身体から取り出して、それまでと同じ情報を人工的に与えるなどして
　脳だけを生かしても、その人の心のあり方は変わらないと思う

35 心の働きを説明するのに、脳以外の身体に言及する必要はないと思う。
36 人工知能(AI)は、物理的な身体を持たない限り人間と同じ心を持てないと思う。(R)
※1-4は大概念は「要素主義」。5-11は大概念は「決定論的機械論」、小概念は5,6が
法則性、7,8が決定論、9-11が機械論。12-17は大概念は「物理主義」、小概念は12-14
が物理学主義、15-17が物質主義。18-23は大概念は「行動主義」、小概念は18-20が
対心理主義、21-23が対内観主義。24-32は大概念は「認知神経科学的人間観」、小
概念は24-29が生物学的自然主義、30-32が機能主義。33-36は大概念は「反エナク
ティヴィズム」。

人間を還元して観るということ
―自然科学主義的人間観の測定尺度の作成過程―

○吉田光成（専修大学大学院） 小田友理恵＃（法政大学大学院）
新川拓哉＃（ ）

キーワード：自然科学主義・還元主義，心の哲学，人間観・心理観

問題と目的

物理現象を対象とする自然科学の成功と発展に

伴い，近年では人間や心も自然科学的な方法論に

基づいて研究されている。こうした研究手法は大

きな成果を上げてきたが，同時に「人間や心はモ

ノとして扱える」という考え方を促進しているの

ではないか。そして，こうした自然科

学主義的な人間観・心理観は，私たち

の社会のあり方に影響を与えているの

ではないか。こうした問いに取り組む

ための準備的研究として，本研究では

自然科学主義的な人間観・心理観を定

量的に計測するための指標の開発を行

う。ここでは，その予備調査の結果と

尺度作成過程を報告する。

方 法

調査手続き：都内 大学での集合調査。

分析対象：臨床心理学概論を履修する

大学生 名（有効回答率 ％），年齢

は ，男性 名，女性

名であった。

調査内容（本発表で使用した項目のみ）：尺

度案は，哲学理論に基づき， 要素主

義， 決定論的機械論， 物理主義，

行動主義， 認知神経科学的人間

観の５概念， 項目であった。尺度作

成は，第二著者（心理学理論から）と第

三著者（心の哲学から）が概念設定と項

目案を策定，第一著者が社会調査法の

観点から文章表現を修正した。さらに

文章表現の妥当性を確認するため，心

理学を専門とする大学生・大学院生・

修了生と「 」から参加した

心理学の学術研究に高い関心を持つ成

人の全 名に対し予備調査を行い，内

容理解が困難だと回答された項目の文

章表現を修正した。なお，測定時は「直

感的に」答えることを教示した。

結 果

測定項目の単一概念性の確認のため，

理論的仮説に基づく各項目群を主成分

分析で解いた。その結果，２概念で１

成分が，残り３概念で２成分が抽出さ

れた。各項目の記述統計および成分負

荷量，相関パターンから修正対象の項

目を選定し，概念と文章表現の検討を行った。

考 察

分析結果から，５つの哲学的構成概念が概ね定

量的に測定できたものと解釈された。結果を元に

著者らで概念と文章表現を再度協議し，全 項目

の還元主義的人間観尺度を作成した（下表参照）。
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中国大学生の進路選択に対する自己効力感と就業動機が
進路未決定に及ぼす影響

○馬場久志（埼玉大学） 劉 文静＃（埼玉大学大学院）

キーワード：進路選択に対する自己効力感，就業動機，進路未決定

問題と目的

近年，中国では，卒業後すぐに就職しない

大学生が少なくない。 年の中国大学卒業

生 万人に対して，卒業半年後の未就職者

数は 万人，未就業率は に達し，社

会的注目を集めている。この問題をもたらし

た要因は社会構造，経済問題などと多岐にわ

たるが，その中でも大学生の就職意識の問題

が大きいと指摘されている（高 静 ）。し

かし，大学生の未就職に関する研究は大都市

に集中し（趙 曉晨， ），地域間格差の激

しい中国の事情を説明するには限界がある。

したがって，地方大学の学生について進路未

決定の要因を検討することが必要である。大

学生における進路意思決定に関する研究で

は，進路選択に対する自己効力感が大きく影

響を与える実証研究が数多く蓄積されてき

た（町田， ）。しかし，これまでの研究で

は自己効力感が進路意思決定に与える直接

的な影響に焦点があてられ（劉 毅 ），

自己効力感の間接，調整的影響の研究につい

ては，海外では散見されているが，中国では

焦点があてられてこなかった。間接的な影響

に関して，進路選択に対する自己効力感が職

業に対する内発的な動機を反映した自己向

上志向を介して職業未決定を抑制している

（安達 ）という知見がある。そこで，本

研究は中国の地方大学生を対象として進路

選択に対する自己効力感が職業に対する内

発的な動機を媒介として職業未決定を抑制

している影響を検討する。

方 法

参加者 中国の地方大学４年生 人（男

性 人，女性 人，不明 人）。

調査時期 年 月

質問紙 ①就職先決定の有無 項目。②進路

選択に対する自己効力感尺度（ ）：

＆ （ ）を傅瑜弘が中国語に翻

訳した 項目。③就業動機尺度（安達

）：尺度は，自己向上志向 項目，対人

志向 項目，上位志向 項目の３因子

項目から構成されている。

結 果

就業動機，進路選択に対する自己効力感

が進路意思決定にどのように影響している

かについて，パス解析を行った ）。

χ 注）

就業動機，進路選択に対する自己効力感，

就職先決定の関連パス図（標準化推定値）

就業動機の自己向上志向因子が進路選択

に対する自己効力感を媒介して進路意思決

定へ肯定的な影響を及ぼす。就業動機の対

人志向，上位志向因子が進路意思決定に有

意な影響を及ぼしていない。

考 察

内発的な自己向上志向動機と高い進路選

択に対する自己効力感と繋がって，就職未

決定を抑制することが示された。

主な引用文献

安達智子 就業動機尺度の概念的

妥当性―動機 自己効力との関連性につ

いて― 実験社会心理学研究
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